
第45回大会〕 被　　服

I Fa- 1

５月22日（土）Ｆ会場　午前9：30～11：00

腹部体表の粘弾性（その１）

共立女大家政　三野たまき　高橋真樹　開壁治子　百田裕子○上田ぺ

【目的】衣服の拘束性､圧感覚､着用感などの研究は､衣服側に焦点をあてた研究が数報ある
だけで､被覆される人体側の条件（皮膚、筋肉の粘弾性などの部位差、個体差）との関連を

検討したものは少ない。そこで､人体の皮膚や筋肉の粘弾性を調べるための測定装置を試作

した。本研究（その１）では主として、この装置の構成・性能について述べる。

　【方法】被験者の体表を直接に押す、押し棒（断面形状:円形、断面積:u.o､7.0､3.0､2.0.

1.0､0.8､0.5cin'）を応力計（ｼﾝﾎﾟ工業、DFG-2K型のﾃﾂﾀﾙﾌｫ-ｽｹ'-･/･）の先端に取り付けた。

押し棒に加わる応力は、ｱﾅﾛｸﾞ変換された。体表面を任意の距離･速度で一定に押すために、

ﾘﾆｱVﾀｲｱのｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ-ﾀｰ（ｵﾘｪﾝﾄﾓｰﾀｰ、UPD566LB3-B）を用いた。ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ､10ボードとﾊﾟｰ

ｿﾅﾙ］ﾝﾋﾟl-ﾀｰによって､ﾓｰﾀｰに与える制御ﾊﾟﾙｽ数・ﾊﾟﾙｽ間隔を設定した｡押し棒の変位（ひず

み）量は、レーザー変位計（ｵﾑﾛﾝ社､3Z4M-J1222-6）を用いて測定した｡このひずみ波形を応
力波形と同時記録した。

【結果･考察】右図に本祖l定装置　応

を用いて得た応力･ひずみ波形を
示す｡左図は超軟質]'A (ﾙ゛ｾｲﾝ

のSﾀｲﾌﾟ≒厚さ25inin､断面積25cin').

右図は人体腹部から得た応力(上

段)･ひずみ(下段)波形である｡再

現性の極めて良好な応力･ひずみ

波形が得られた。このことから、

本装置は人体の粘弾性の精密な計

測に適していると思われる。
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　　　　　図記録の再現性
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腹部体表の粘弾性（その2）
共立女大家政○三野たまき　高橋真樹間壁治子百田裕子上田十夫

【目的】快適なｳｪｽにﾂﾊﾞの設計条件を求めるために、腹部の皮膚、筋肉の粘弾性（人体側

の条件）を調べた。

【方法】被験者は、2 1歳から3 9歳の成人女子1 O名である。本研究の（その1）で述

べた粘弾性測定装置を用いて、腹部の1 7部位から得られた、応力・ひずみ波形より粘弾

性を求めた。①圧刺激に対する不快感（痛み）の許容限界上限のmappingと、②一定応力時

の変位量（以後Ｄと呼ぶ）を求めた。③超音波診断装置（Aloka社、SSD÷650)を用いて、

得られた内部構造と①、②との関連を解析した。

　【結果・考察】①.1 7部位の圧刺激に対する不快感の許容上限地図は、被験者1 0名で

全て異なった。②。被験者10名におけるＤのﾎﾟｲﾝﾄ間の相関係数を求めた。1 7部位中６部

位（ｳｪｽﾄﾗｲﾝ上の体側線との交点など）については相関（a≦0.01）は得られなかった（個

人差のある部位）が、1 1部位（個人差のない部位）では高い相関が得られた。この高い

相関が得られた1 1部位（ｳｪｽﾄﾗｲﾝ上の前正中線、3cin体側より、乳頭線との交点など）は、

更に、互いに相関の高いもの同士の組合せの３グルザに分かれた。③応力・緩和波形の近

似した測定部位の内部構造は、皮脂厚や筋の厚みが同程度であった。

①の結果より、非常に適合度め高いｳｪｽにﾂﾊﾟｰを作製するためには、個人別に対応しなけれ

ばならないことがわかったが、②の結果より、相関の得られた1 1部位に関しては、個人

別の対応を省くことが可能であろう。
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